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図 1． ウエマツソウ （伊勢原市日向 2024 年 8 月 2 日 撮影 ： 則行雅臣 KPM-NX0002006）．

神奈川県新産のウエマツソウ
（谷脇 徹 ・ 則行雅臣 ・ 田村 淳）

　2024 年 8 月 2 日，伊勢原市日向で著者の一人

の則行雅臣が，水源の森林づくりとして県が公的

管理・支援する私有林の植生調査（県自然環境保

全センターの委託調査）を行った際，ヒノキ植林

においてシロダモの根元に生育するホンゴウソウ

科植物を発見した（図 1）．翌日 8 月 3 日，もう

一人の著者である谷脇 徹に谷脇美雪氏が同行し，

改めて現地に赴いたところ，最初の発見場所と

なったヒノキ植林に隣接する広葉樹林において，

複数のタブノキの根元に生育する 20 本以上の個

体の生育が確認された．8 月 6 日には，著者の田

村 淳と谷脇 徹が再度現地に赴き，当該植物の標

本を採集した．このとき，ヤブツバキの根元にお

いても生育する個体が確認された．
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　当初は県内 2 ヶ所で記録があるホンゴウソウ

Sciaphila nana Blume（神奈川県植物誌調査会，

2018）の追加記録かと思われた．しかし，則行雅

臣が，標本および写真に基づいて，大橋ら（2015）
および末次ら（2020）をもとに再同定したところ，

花がすべて単性であり，雄花が雌花より花序軸の

先端部につくこと，花被片は 6 あるいは 7 個であ

り，線形であること，花柱が棍棒状で先端には多

くの乳頭状突起があることなどの特徴から，ウエ

マツソウ Sciaphila tosaensis Makino と同定した．

さらに，神奈川県植物誌調査会の勝山輝男氏に標

本を同定いただいたところ，改めてウエマツソウ

であることが確認された．

　ウエマツソウは，林床の落葉の間に生育する多

年生の菌従属栄養植物である（大橋ほか , 2015）．
国内の分布は本州（新潟・和歌山県以西），四国，

九州，琉球（沖縄島・西表島），伊豆諸島～小笠

原であり（大橋ほか , 2015），神奈川県では初め

ての記録となった．今回，ウエマツソウが多く見

出されたのは，平均斜度が 30°以上と急傾斜の

比較的広い尾根に成立するタブノキやヤマザクラ

等の大径木からなる広葉樹林（図 2）およびこれ

らに隣接するヒノキ植林の林床であり，その中で

も高木の根際のように局所的に傾斜が緩く，リ

ターが堆積し，土壌が安定した立地であった．ホ

ンゴウソウの場合，県内の産地はいずれも発見か

ら 1 ～ 2 年で消滅したとされるが（神奈川県環境

農政局緑政部自然環境保全課・神奈川県立生命の

星・地球博物館，2022），ウエマツソウではどう

だろうか．翌年以降も毎年発生するかどうかを注

視して行く必要がある．

標本 ： 伊勢原市日向 2024 年 8 月 6 日 田村 淳・谷

脇 徹 KPM-NA0241246.

写真資料 ： 伊勢原市日向 2024 年 8 月 2 日 則行雅

臣 KPM-NX0002006 ～ 7; 2024 年 8 月 3 日 谷
脇 徹 KPM-NX0002008 ～ 9.
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神奈川県環境農政局緑政部自然環境保全課・神
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会 , 小田原 .
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神奈川県産のナスタマツリスゲ標本
（勝山輝男）

　ナスタマツリスゲ Carex nasuensis K.T.Takahashi, 
T.Noguchi & M.N.Tamura は Takahashi et al.（2022）
により新種記載されたカヤツリグサ科スゲ属植物

である．本種は植物体に赤紫色の部分がなく，果

胞の先がしだいに狭くなって嘴部に移行すること

から，一見するとコジュズスゲに近いように思わ

れる．しかし，花穂あたりの果胞の数が 2 ～ 4 個

と少なく，果胞が長さ 6.5 ～ 8 mm と大きく，上

から 2 番目と 3 番目の雌花穂の間が離れる特徴が

ある．遺伝子を用いた系統解析ではコジュズスゲ

C. parciflora Boott var. macroglossa (Franch. & Sav.) 
Ohwi よりもタマツリスゲ C. filipes Franch. & Sav.
に近縁なデータが得られている．また，果胞表面

細胞の微細構造においても，細胞が膨張せずに平

らである点ではコジュズスゲよりもタマツリスゲ

に似ている．Takahashi et al.（2022）はこれらの

特徴から独立種 C. nasuensis として新種記載した．

果胞が大きいことから，ムギスゲ C. macroglossa 
form. subsessilis (Ohwi) Ohwi と同定されたものの

一部も本種の可能性がある．原記載ではナスタマ

ツリスゲは栃木県，茨城県，京都府の標本が引用

されている．

図 2． ウエマツソウが生育する広葉樹林 （伊勢原市日向 
2024 年 8 月 3 日 撮影 ： 谷脇 徹 KPM-NX0002009）．
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本について，果胞の大きさが 6.5 mm 以上，上か

ら 1 番目と 2 番目の雌花穂が 10 cm 以上離れてい

る標本がないか調べてみた．その結果，横浜市こ

ども植物園所蔵の都筑区茅ケ崎町で 2006 年に採

集された標本１点（図 2）がそれに該当した．果

胞表面細胞の微細構造は観察していないが，高橋

（2023）より，この標本はナスタマツリスゲの可

能性が高いと考える．来春以降の野外調査で現存

個体が見つかる可能性を期待したい．

標本 ： 横浜市港北区茅ケ崎町 1984 年 5 月 11 日 
勝山輝男 KPM-NA1074799（図 1）; 都筑区茅ケ

崎南 1 丁目茅ヶ崎公園 2006 年 4 月 26 日 佐々木

シゲ子・和田良子・野津信子 YCB429315（図 2）.
引用文献
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　高橋（2023）は京都大学（KYO），東京大学

（TI），神奈川県立生命の星・地球博物館（KPM）

に収蔵されているコジュズスゲ（ムギスゲ form. 
subsessilis Ohwi を含む）の標本から，果胞の大き

さが 6.5 mm 以上あり，上から 1 番目と 2 番目の

雌花穂が 10 cm 以上離れている標本を 24 シート

選抜し，その果胞表面細胞の微細構造を観察し，

24 シートのすべてが細胞が膨張せずに平らであ

る点でナスタマツリスゲであることを確認した．

24 シートには栃木県，茨城県，岩手県，京都府，

神奈川県，東京都，兵庫県，埼玉県，岐阜県，福

島県，宮城県の標本が含まれてる．神奈川県産の

標本は KPM-NA1074799（図 1）で，『神奈川県

植物誌 1988』の調査の際に横浜市港北区（当時）

茅ケ崎町で 1984 年 5 月 11 日に筆者が採集したも

のである（図 1）．東京都の標本は世田谷区，八

王子市，高尾山などの標本が含まれている．

　ナスタマツリスゲは高橋（2023）により，本

州の東北地方から近畿地方に広く分布しているこ

とが明らかになった．神奈川県産の標本は生命の

星・地球博物館以外にも収蔵されている可能性が

ある．そこで，横浜市こども植物園，かわさき宙

と緑の科学館，相模原市博物館のコジュズスゲ標

図 1． 神奈川県立生命の星 ・ 地球博物館所

蔵のナスタマツリスゲ （横浜市港北区茅ケ

崎 町 1984 年 5 月 11 日 勝 山 輝 男 KPM-
NA1074799）．

図 2． 横浜市こども植物園所蔵のナスタマツリス

ゲ （横浜市都筑区茅ケ崎南 1 丁目 2006 年 4
月 26 日 佐々木シゲ子 ・ 和田良子 ・ 野津信

子 YCB429315）．
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陣場山に県新産のムヨウラン属を見出す
（山口正志 ・ 早川宗志 ・ 大西 亘）

　2024 年 5 月，ラン科ムヨウラン属の不明種に

ついて，山口が知人から問い合わせを受けた．写

真のみの記録であるが，神奈川県新産のムヨウラ

ン属植物とみられるので報告する．

　ムヨウラン属 Lecanorchis Blume は，地上生の

菌従属栄養植物であり，地面から葉のない花序だ

けが伸びたような姿の植物である．県内では主と

して丘陵地や山地下部の常緑広葉樹林内に，トサ

ノクロムヨウラン L. nigricans Honda var. patipetala 
Y.Sawa と，ムヨウラン L. japonica Blume var. 
japonica の 2 種が知られている（中島 , 2018）．こ

れまで県内に記録のないムヨウラン属のうち，か

つては静岡県，愛知県にのみ分布が知られていた

が，近年になって東北地方から九州地方および台

湾の広範囲に生育が確認されているエンシュウム

ヨウラン L. suginoana (Tuyama) Seriz.（末次ほか , 
2018; 末次ほか , 2021）や，東北地方から琉球列

島に分布し，東京都でも近年初記録されたホクリ

クムヨウラン L. japonica Blume var. hokurikuensis 
(Masam.) T.Hashim. は，県内にも生育する可能性

が示唆されていた（設樂ほか , 2017）．
　今回の観察地は，陣場山に近い相模原市緑区佐

野川の樹林地内で，少し離れた地点 1・2 の二ヶ

所に計 15 株程度の開花株が見られた．地点 1 は

標高約 300 m の傾斜地に立地するモミや常緑広葉

樹の幼木が混ざるスギ林とコナラやアラカシの混

ざる広葉樹林の境界付近のやや暗い林内，地点 2
は標高約 500 m の尾根上の緩やかな斜面に立地す

るクヌギ，コナラ，カエデ類の優占する明るい落

葉広葉樹林内であった．

　植物体のサイズは，地点 1 の個体では高さ約

図 1． 地点 1 のムヨウラン属 （相模原市緑区 2024 年 5 月

18 日 撮影 ： 山口正志 KPM-NX0002011．

30 cm，地点 2 の個体では高さ約 20 cm であった．

花被は黄褐色～黄赤褐色（～紫赤色），唇弁の中

央裂片は先端部が薄黄色～黄色を帯び，黄色の毛

が生え，唇弁の縁には明瞭な鋸歯が見られた（図

１～ 3）．これらの形態的特徴は，県内既知の 2
種および近縁種と以下の点で異なった．唇弁の先

端に紫色の部分はない点で，トサノクロムヨウラ

ンを含むクロムヨウラン類とは異なった．草丈，

花序，花被など全体にやや小型であり，開いてい

る花被が見られない点で，ムヨウランとは異なっ

た．また，唇弁の中央裂片に赤紫色の毛はない点

で，ウスキムヨウランとは異なった．

　いずれの個体においても花被片の付け根の副萼

片下部には膨らみが見られた（図 4）．杉野（1985）
は「副萼片下部の膨らみは顕著で，さく果でもさ

図 2． 地点 2 のムヨウラン属 （相模原市緑

区 2024 年 5 月 18 日 撮影 ： 山口正志

KPM-NX0002042）．

図 3． 唇弁の形態 （左：地点 1 の花 KPM-NX0002014 〈一

部をトリミング〉， 右 ： 地点 2 の花 KPM-NX0002041 〈一

部をトリミング〉）．
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図 4． 副萼片下部のふくらみ （矢印で示した箇所． 図は地

点 1 の花 KPM-NX0002012 〈一部をトリミング〉）．．

く葉標本でも見られ，屋外で蕾の状態でも果実で

もエンシュウムヨウランを確認できるよい特徴で

ある」と述べている．しかし，「ムヨウランやホク

リクムヨウラン，ウスキムヨウラン，シラヒゲム

ヨウラン等でも副萼片下部の膨らみが顕著な個体

も見られ」との指摘もある（末次ほか , 2017）．そ

のため，この点のみならず複数の形質に基づいて

同定を実施する必要がある．また，今回の観察地

から 10 数 km しか離れていない東京都の生育地で

は，エンシュウムヨウランとホクリクムヨウラン

が近接して生育していることが報告されている（設

樂ほか , 2017）．本稿では，標本が採集できておら

ず，得られた写真のみではこれらを同定するには

十分でないことから，県新産のムヨウラン属との

報告に留める．初めに発見し，連絡を下さった大

川政美さんと高橋恵子さんに感謝申し上げる．

写真資料 ： 写真資料：相模原市緑区佐野川 2024
年 5 月 18 日 山口正志 KPM-NX002011 ～ 14，
KPM-NX0002039 ～ 40; 相模原市緑区佐野川 2024
年 6 月 3 日 大川政美 KPM-NX0002041 ～ 42.
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箱根仙石原で
ヤマサギソウとマイサギソウを確認

（勝山輝男）

　箱根仙石原ではボランティアと箱根湿生花園

が協力して，2019 年より湿原の植物モニタリン

グが続けられている．その 2023 年の活動でヤマ

サギソウ Platanthera mandarinorum var. oreades 
(Franch. & Sav.) Koidz.（図 1） とマイサギソウ P. 
mandarinorum Rchb.f. var. macrocentron (Franch. 
& Sav.) Ohwi （図 2）が確認された．

　ヤマサギソウとマイサギソウはラン科ツレサギ

ソウ属の多年草で，変異に富み，いくつかの亜種

や変種に分けられている．両種とも日当たりの良

い草地に生え，国内では北海道，本州，四国，九

州に分布する．ヤマサギソウは唇弁の距が長さ 7
～ 12 mm，水平またはやや下がって後方に伸び

る．一方，マイサギソウは唇弁の距が長さ 11 ～

18 mm と長く，上に立ちあがるのが特徴である．

　仙石原ではヤマサギソウは 2023年 5月 27日に，

マイサギソウは 2023年 7月 19日に，いずれも湿っ

たヨシ群落とススキ群落の間で 1 株ずつ確認され

た．ヤマサギソウとマイサギソウは仙石原では同

じような環境に生育していたが，花期はヤマサギ

ソウの方が 1 ヶ月半ほど早かった．

　ヤマサギソウは県内に点々と記録があり，『神

植誌 18』（神奈川県植物誌調査会編 , 2018）では

川崎市麻生区，相模原市緑区（旧相模湖町）で標

本が採集されており，『神 RDB2022』（田中ほか , 

図 1．ヤマサギソウ（箱根町仙石原．2023 年 5 月 27 日 撮影：

勝山輝男 KPM-NX0002026）．
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芦ノ湖西岸でミヤマウズラ （ラン科シュ
スラン属） の生育を確認

（鈴木教正 ・ 勝山輝男 )

　2024 年 8 月 20 日に芦ノ湖西岸の立岩付近で

筆者の一人である鈴木がミヤマウズラ Goodyera 
schlechtendaliana Rchb.f. の生育を確認した．『神

奈川県植物誌 2018』を見ると，ミヤマウズラは

三浦半島，小仏山地，丹沢山地に比較的広く分布

しているが，箱根山地周辺では，2015 年に南足

柄市で標本が得られているのみで，箱根町側（外

輪山の内側）では記録がなかった．生育場所は芦

ノ湖西岸の東側が少し開けた遊歩道脇の斜面で，

開花株が 1 株観察された（図 1）．9 月 10 日に同

じ場所を訪れたが，別株と思われる無開花株が見

図 1． ミヤマウズラ （箱根町． 2024 年 8 月 20
日 撮影 ： 鈴木教正 KPM-NX0002028）．

2022 ）では絶滅危惧Ⅰ B 類とされた．箱根でも

仙石原の文献記録（松浦 , 1958）があった．

　マイサギソウは県内では箱根鷹巣山（HAK-5）
の写真記録（井上ほか , 1991）があるが，その後

の調査では確認できず，『神 RDB95』（神奈川県

レッドデータ生物調査団編 , 1995）では絶滅危惧

種，『神 RDB06』（勝山ほか , 2006）では絶滅危

惧Ⅰ A 類，『神 RDB2022』では絶滅と判定され

ていた．

写真資料 ： ヤマサギソウ 箱根町仙石原 2023 年 5
月 27 日 勝山輝男 KPM-NX0002026（図 1）.

　マイサギソウ 箱根町仙石原 2023 年 7 月 19 日 
勝山輝男 KPM-NX0002027（図 2）.

引用文献

井上香世子・中村和義・高橋　勉 , 1991. 須雲川

流域の植物相 . 箱根線 No.391 ～ No.447 地域

環境事前調査委託報告書 . 41–125pp.
神奈川県レッドデータ生物調査団（編）, 1995. 神

奈川県レッドデータ生物調査報告書 . 神奈川

県立博物館調査研究報告（自然科学）, No. 7. 
8pls.+257pp. 神奈川県立生命の星・地球博物館 , 
小田原 .

神奈川県植物誌調査会編 , 2018. 神奈川県植物誌

2018 電子版 . 1803pp. 神奈川県植物誌調査会 , 
小田原 .

勝山輝男・田中徳久・木場英久・神奈川県植物誌

調査会 , 2006. 維管束植物 . 高桑正敏・勝山輝

男・木場英久（編）, 神奈川県レッドデータ

生物報告書 2006, pp.37–130. 神奈川県立生命

の星・地球博物館 , 小田原 . 
松 浦 茂 寿 , 1958. 箱 根 植 物 目 録 . 

4+1+2+90+2+25pp. 箱根博物会 , 箱根 .
田中徳久・勝山輝男・秋山幸也・大西 亘・田村 淳・

山本 薫・石田祐子 , 2022. 維管束植物 . 神奈川

県環境農政局緑政部自然環境保全課・神奈川

県立生命の星・地球博物館編 , 神奈川県レッ

ドデータブック 2022 植物編 , pp.44–326. 神奈

川県 , 横浜 .

図 2． マ イ サ ギ ソ ウ （ 箱 根 町 仙 石 原 2023
年 7 月 19 日 撮 影 ： 勝 山 輝 男 KPM-
NX0002027）．
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横須賀市久留和でのハマアザミの記録
（青木清勝 ・ 田中徳久）

　ハマアザミ Cirsium maritimum Makino は千葉

県から鹿児島県までの太平洋側の海岸に分布し，

奄美大島や沖縄県などの南西諸島ではよく似る，

より大型のシマアザミに移り変わる．生育場所は

砂地よりも，礫地や崖地の岩上の水はけの良い，

やや乾燥気味の立地を好むようである．『千葉県

植物誌』（上野 , 2003）によると，銚子の記録が

本種の北限・東限となるようであり，千葉県では

他に鴨川市と立山市の記録がある．神奈川県の状

況は，『神奈川県植物誌 2018』（内野 , 2018；以下，

『神植誌 18』と略記）では，村上（2011）を引用し，

「県内では三浦半島西岸に生育地があるが，現状

は明らかでない」とされる．『神奈川県レッドデー

タブック 2022 植物編』（田中ほか , 2022）では絶

滅危惧Ⅰ A に選定されている．

　横須賀市自然・人文博物館の所蔵標本では，

『神植誌 88』の調査の際の，山内好孝氏が 1986
年 10 月 4 日に横須賀市長浜海岸で採集されたも

の（YCM-V016459）がもっとも古く，浜中義治

氏が 1985 年 10 月 20 日に荒崎で採集した標本

（YCM-V016460）がある．その後に採集された標

本としては，西山清治氏が 1996 年 1 月 26 日に久

留和海岸で採集したもの（YCM-V056669）があ

り，大森雄治氏が 2000 年 6 月 6 日に秋谷で採集し

た標本（YCM-V033599・YCM-V033600）が一番

新しいものである．この内，西山清治氏と大森雄

治氏が採集した標本は知られていなかった．その

意味では，石田（2024）による神奈川県（真鶴町）

で約 40 年ぶりに確認の報告は，これまで記録が知

られていなかった真鶴町での記録がより重要な意

味となるかもしれない．また，横浜市子ども植物

園の宮代コレクションには，宮代周輔氏が 1954 年

に相模（採集月日と詳細な採集地は不明）で採集

した標本（YCB114466）と 1960 年 10 月 30 日に荒

崎（標本ラベルには「荒崎」とのみ記載）で採集

した標本（YCB113906；図 1）ほかがある．なお，『神

植誌 18』のハマアザミの分布図に，津久井 -2 に

分布点（△）があるが，これは編集上の誤りである．

　著者の 1 人，青木が今回ハマアザミを確認し

たのは，三浦半島の森戸川や二子山近辺を毎週月

曜日に植物観察をしている仲間とともに，時には

湘南国際村や大楠山方面まで足を延ばしてみるか

か，と思い立ったことがきっかけである．

　1 ヶ所目は，久留和のバス停近くである．2020
年，国際村付近を観察して海岸の久留和バス停に

向かい，バスを待っている間，以前横浜植物会に

在籍していた N 氏が，「バス到着まで時間が有る

ので，チョット海岸を観てくるわ」と言われ，人

家の間を抜けて行った所，途中の花壇の脇に，見

慣れないアザミを見つけ戻って来られた．この時

は時間の関係できちんと観察できなかった，と言

われ，確認は後日とした．

　2023 年 11 月 6 日，湘南国際村から，以前は横

須賀の秘境と言われた子安の里の奥に聳える，天

然記念物の大楠を観た後，ナチシダの群落を確認

して久留和バス停に向かい，前回 N 氏が発見し

図 1． 横浜市こども植物園所蔵の宮代コレクショ

ンのハマアザミ （荒崎 1960 年 10 月 30 日 
宮代周輔 YCB113906）．

つかったが，開花株はすでに無かった．国立公園

内のため，採集は控え，撮影した写真で報告した．

なお，松浦（1958）には台ヶ岳と双子山の産地が

記録されているが，標本は確認されていない．

写真資料 ： 箱根町 2024 年 8 月 20 日 鈴木教正 
KPM-NX0002028.

引用文献

神奈川県植物誌調査会編，2018．神奈川県植物誌

2018. xviii+1720+128pp. 神奈川県植物誌調査

会 , 小田原 .
松浦茂寿 , 1958. 箱根植物目録 . 4+1+2+90+2+25pp. 

箱根博物会 , 箱根 .
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たアザミを確認すべく，全員で小道を入って行っ

た．ところが，ここは私道だったようで，「ここ

は私の所有の道路なので立ち入り禁止です」と言

われ，追い返されてしまった．舗装された立派な

道路なのだが，大勢で立ち入った事が問題だった

か…．その道から一軒おいた隣の細い道を海岸に

向かうと，海岸に面した人家の石垣が海岸の岩を

土台として築かれていて，そこにハマアザミが群

生しているのが見つかった．ハマアザミの外側と

言うか周りにはラセイタソウの仲間（きちんと確

認しなかった）らしきものやツルナがわずかにみ

られた．丁度花盛りで見事であった．

　生育場所は海面よりも，大分高い位置なので余

程の高波でなければ，飛沫はかかっても波にさら

われることはないと思われる．付近をよく観察し

たところ，ハマアザミは，この他にも，道路の舗

装面と人家の石垣との隙間や，チョットした空き

地に点々と広く観られた．久留和のバス停留所を

降り，すぐの細い道を海岸に向かって行くと，海

面との境に有るのですぐ分かる．

　もう 1 ヶ所は，久留和漁港の事務所近くである．

いつも一緒に歩いている仲間のリーダー的存在の

人が「ハマアザミは，『神植誌 18』によると，分

布が少なく，現状把握がされていないみたいなの

で，我々で調べてみないか」と提案され，葉山と

の境の，長者ケ崎から歩いて天神島まで調べる事

になった．その際，県内では 2 ヶ所目となるハマ

ナタマメを長者ケ崎で見つけたので（詳しくは別

に報告予定），再度ハマアザミが無いかと海岸を歩

いて，長者ケ崎から天神島まで探してみた．天神

島からの先の海岸は，原子力研究所や電力中央研

究所など企業が立ち並んでおり，その先は自衛隊

に占拠され立ち入る事は出来ないが，この調査で

久留和漁港の事務所近くに自生地が見付かった．

ハマアザミは，以前，番小屋だったと思われる空

地のブロックやコンクリートの基礎部分の間，空

地部分に広く群生していた（図 2）．13 m × 11 m
位の広さに多少ツルナが混生する程度で，他の植

物は殆ど見られない．また，5 m 幅の道路を隔てて，

コンクリート擁壁の隙間にも大小様々な株が点々

と見られた．先に記した久留和バス停の自生地よ

りも，こちらの方が株数も多く，広く分布してい

るように思えたので，後日，11 月 20 日，再度現地

を訪問し，標本を採集した（図 3）．先に記した久

留和のバス停の近くの生育地から海を隔てて，直

線距離にしておよそ 250 m 位の距離かと思われる．

　隣接しているが，横須賀市久留和で 2 ヶ所の群

生地が確認されたため，三浦半島でもハマアザミ

が健在であることを報告した．

標本 ： 横須賀市久留和 青木清勝ほか 2023 年 11
月 20 日 YCB450827.（図 3）

引用文献

石田祐子 , 2024. 神奈川県内（真鶴町）で約 40
年ぶりにハマアザミを確認 . Flora Kanagawa, 
(94): 1123–1124.

村上司郎 , 2011. 日本の浜辺を歩く〈海岸植物の

生態〉. 408pp. インツール・システム , 東京 .
田中徳久・勝山輝男・秋山幸也・大西 亘・田村 淳・

山本 薫・石田祐子 , 2022. 維管束植物 . 神奈川

図 2． 群生するハマアザミ （横須賀市久留和漁港  2023 年

11 月 6 日 撮影 ： 青木清勝  KPM-NX0002033）．

図 3． 今回採集されたハマアザミ （横須賀市

久留和 2023 年 11 月 20 日 青木清勝ほか 
YCB450827）．
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タシロランを箱根町で記録する
（田中徳久）

　2024 年 6 月 26 日，生命の星・地球博物館の友

の会植物グループの観察会において，箱根町宮

城野堂ヶ島渓谷でタシロラン Epipogium roseum 
(D.Don) Lindl を観察したので報告する．国立公

園内であるため，標本の採集は行わず，写真の撮

影のみにとどめた（図 1）．
　『神植誌 18』所載の中島（2018）によると，「1970
年までは大変珍しいランであったが，最近では全

県下に広がり普通種となった…」とされるが，『神

植誌 18』の分布図（図 2）によると，丹沢・箱根の

両山地には記録がない．同分布図のための標本デー

タベースを確認したところ，箱根の近隣地域では，

南足柄市塚原（KPM-NA0290350）や足柄下郡湯

河原町宮上万葉郷（KPM-NA0289782），丹沢の近

隣地域では，愛甲郡清川村煤ヶ谷（ACM034861，
034774），相模原市津久井町根小屋（SCM036602），
厚木市七沢七沢自然教室（ACM032590）で採集さ

県環境農政局緑政部自然環境保全課・神奈川

県立生命の星・地球博物館編 , 神奈川県レッ

ドデータブック 2022 植物編 , pp.44–326. 神奈

川県 , 横浜 .
内野秀重 , 2018. アザミ属．神奈川県植物誌 2018 

電子版 初版 . pp.1519–1531. 神奈川県植物誌調

査会編 , 小田原 .
上野達也 , 2003. アザミ属 . 千葉県史料研究財団

編 , 千葉県の自然 別編 4 千葉県植物誌 . pp. 
576–579.

図 1． タシロラン （箱根町宮城野堂ヶ島渓谷  
2024 年 6 月 26 日 撮影 ： 田中徳久 KPM-
NX0002010）．

★★

図 2． タシロランの分布図 （『神植誌 18』 の分布図の分布

点をカラー表示したものに本報の記録地を★で示した）．

　　● ： 2001 年以降に採集された標本によるもの

　　〇 ： 1988 ～ 2000 年に採集された標本によるもの

　　〇 ： 1979 ～ 1987 年に採集された標本によるもの （不在）

　　〇 ： 1978 年以前に集された標本によるもの

●●
●●

●●
●●

★★

れた標本がある．各標本の採集標高は明確でない

が，分布点を示すための採集地の 3 次メッシュに

含まれる最高標高地は，南足柄市塚原の標本が採

集された 3 次メッシュ（5239-70-57）の 470 m か，

厚木市七沢七沢自然教室の標本が採集された 3 次

メッシュ（5339-12-42）の 561 m であるが，後者の

採集地である七沢自然教室は標高 155 m 付近に位

置する．他の標本が採集された 3 次メッシュの最

高標高地は，概ね 380 m 程度であり，今回の箱根

の記録地の標高程度である．各採集地の緯度も異

なり，各地の気候条件も異なるので，標高のみの

議論は適切でないが，どちらにしても，今回の記録

地も含め，いわゆる常緑広葉樹林域（ヤブツバキ

キクラス域）の中で，より高標高域への分布が拡大

している可能性がある．

　観察会を企画し，案内いただいた友の会植物グ

ループの本観察会担当の皆様にお礼申し上げる．

写真資料：箱根町宮城野堂ヶ島渓谷（標高 360 m） 
2024 年 6 月 26 日 田中徳久 KPM-NX0002010.

引用文献

中島 稔 , 2018. トラキチラン属 . 神奈川県植物誌調

査会編 , 神奈川県植物誌 2018 電子版 . p. 326.
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チャタテムシ類であるが，この他の文化財害虫と

される昆虫も植物標本や台紙，ラベルを食害する

可能性がある（川上・杉山 , 2009）．こうした標

本害虫の多くは，博物館などの特殊な環境にのみ

生息するのではなく，身の回りにも広く生育して

いるため，標本を作製，保管することがあれば，

虫害はどこでも生じ得る．また，博物館は標本を

保管するだけでなく，閲覧や展示といった利用に

供す役割も持ち，標本を保管する部屋と同じ建物

には多数の人や物の出入りが日常的に行われてい

るため，虫害対策はなおさら必須である．虫害対

策の基礎となる考え方は，それぞれの場における

保管上のリスクを把握して，取り得る様々な方法

を組合せて対応し，虫害リスクを最小限に抑える

ことである．このような考え方は IPM（総合的有

害生物管理）と呼ばれ，農業分野で発展した後，

21世紀には博物館でも一般的となった．本稿では，

博物館 IPM の考え方に基づき，虫害対策の基本

手順を以下の３つと考えて，

　害虫の侵入防止（入れない／持ち込ませない）

　害虫の侵入・被害の検知（モニタリング）

　侵入害虫の増殖阻止（増殖を防ぐ，殺す）

植物標本の保管方法～虫害対策編～
（大西 亘）

　植物標本を，博物館や学校などの施設だけで

なく，自宅においても適切に保管するために，

どのような方法があるのか，どういった点に注

意すべきなのかについて，複数回に分けて解説

する．今回は「虫害対策編」としてまとめた．

なお，本稿は植物分類学で取扱われる植物標本

を対象としたものであり，それ以外の自然史標

本・資料，文化財を想定していない．本稿で記

した対策（特に殺虫処理）が植物標本以外には

適さない場合もあるので，植物標本以外の標本，

資料，文化財の取扱いや，標本の保管環境に文

化財等の資料がある場合には，東京文化財研究

所（2022）なども合わせて参照されたい．

　植物のさく葉（押し葉）標本や乾燥標本（以

下，標本）を保管する際には，昆虫による標本

の食害を防止する必要がある．植物質の標本そ

のものへの被害だけでなく，紙製の標本ラベ

ルや包材も食害を受けることがある（岩崎ほ

か , 2024）．標本に食害を生じる主要な昆虫は，

タバコシバンムシとヒメマルカツオブシムシ，

横浜市戸塚区舞岡町のキキョウ
（田中徳久）

　2024 年 6 月 14日、横浜市戸塚区舞岡町の道路脇の

林縁の草地でキキョウを確認した（図 1）。1 株だけの

生育で、植栽とは思えないが、近隣の植栽品からの逸

出由来の可能性も高い。松野（ 1933）には、「横濱，

都筑…」とあるが、出口（1968）は「神植目に記すが，

ほとんど採りつくされているものと思われる」として

いる。今回、観察したのは、舞岡公園の「瓜久保の

家」であり、横浜市内でもよく調査されている地域だ

と思われ、これまで記録がないことから、先述のよう

に、逸出由来の個体の可能性も高い。しかし、本地域

は、ヤマラッキョウやカワラナデシコ、ウメバチソウ、

リンドウ（田中 , 1991; 1993）なども記録されている地

域でもあったので、今後のため報告しておく。

　なお、『神植誌 18』のキキョウの栄区の分布点

の基になった標本には、採集者の「植栽と思われる」

とのメモが付されているのを 2021 年 1 月 14 日に

確認したので、この分布点は削除すべきである。

写真資料 ： 横浜市戸塚区舞岡町 2024 年 6 月 14
日 田中徳久 KPM-NX0002043.

引用文献
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田中徳久 , 1991. 各調査メッシュに分布の追加され

る植物Ⅰ , Flora Kanagawa, (30): 300–302.
田中徳久 , 1993 舞岡谷戸の植物―1980 年代初め頃

の記録 . Flora Kanagawa, (35): 384–385.

図 1． キキョウ （横浜市戸塚区舞岡町  2024 年 6
月 14 日 撮影：田中徳久  KPM-NX0002043）．
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　これらに沿って，標本の虫害対策について，ど

のような方法があるのか，どういった点に注意す

べきなのかを述べる．

害虫の侵入防止

　害虫の侵入防止（入れない／持ち込ませない）

とは，保管環境のある建物内や室内，保管容器内

へ，外部環境から害虫が入り込まないようにする

ことである．これには，害虫が自力で侵入する場

合と，害虫が標本や人に付随して持ち込まれる場

合の 2 つの経路を想定し，それぞれに対応を検

討する必要がある．害虫の自力での侵入に対して

は，外界から標本までの到達経路に複数の隔壁を

設ける対応が考えられる．同時に，既存の隔壁が

害虫に対して有効に機能するように配慮する．害

虫が標本や人に付随して持ち込まれることに対し

ては，標本の殺虫処理，汚れの付いた靴や服では

標本の保管環境へ立ち入らない，外部に置かれて

いた物品をむやみに標本の保管環境へ持ち込まな

い，などの対応が考えられる．

害虫が自力で侵入する経路の遮断

　外界から標本までの到達経路に複数の隔壁を設

けることについて，既存の施設に新たなドアを設

けるなどのことは一般に難しく，既存の施設設備

においては，現在ある隔壁が害虫の侵入に対して

有効に機能するようにする対策が主体となる．同

時に，標本を保管する袋や容器については，隔壁

となるように増やすことも検討されるべきであ

る．具体的には，出入り口の扉や窓を長時間開放

状態にしない，扉や窓，シャッター等の隙間へ害

虫侵入防止ブラシ等を設置して塞ぐ，窓を開ける

場合は目の細かい網戸に設置する，といったこと

が既存施設の隔壁が有効に機能するような対策と

して挙げられる．あわせて標本を密閉性のある袋

や容器に収めることで隔壁を増やす対策も併用で

きる．ユニパックなどのポリエチレン製のチャッ

ク付き袋（図 1）や，パッキン付きのプラスチッ

クコンテナ（密閉バックルコンテナなど）等はそ

のために有用である．

標本や人， モノに付随した持ち込みの防止

　標本の保管環境には，殺虫処理を行った標本の

み持ち込めるようにすることが望ましい．また，

殺虫処理を行った上で保管していた標本を一定期

間外部に出した場合には，再度殺虫処理が必要と

認識すべきである．筆者が所属する神奈川県立生

命の星・地球博物館（KPM）では，2 週間程度の

展示のため，収蔵庫から館内の展示場へ出した場

合にも，収蔵庫へ戻す前には冷凍殺虫処理を必須

としている．汚れの付いた靴や服では標本の保管

環境へ立ち入らないこと，標本を保管している部

屋では土足から内履きに履き替えることは有用で

ある．また土足で入室せざるを得ない場合には，

建物の玄関前に泥落としマットを設置したり，標

本を保管している部屋の前に粘着マットを設置す

るなどの対策が考えられる．服については，泥が

ついたような上着でなくとも，暖かい日には上着

に害虫が付着している可能性もあるので，標本を

保管している部屋に入室する際には，上着は玄関

で脱ぐか，必ず別室で脱ぐ，などの対策が有効で

ある．靴や上着のほかに，野外採集物や屋外での

使用履歴のある資器材等を適切なクリーニングや

殺虫処理をしないまま，標本の保管環境へ持ち込

むことも行うべきではない．特に見落としがちな

のは，段ボール等の梱包資材やパッケージである．

外部から標本や資器材が届いた場合には，標本の

保管環境には持ち込まず，すみやかに別室で開梱

して，標本には殺虫処理を行うことを習慣化して

おくとよいだろう．

標本の殺虫処理

　植物標本に適した殺虫処理には，冷凍処理と薬剤

処理，低酸素処理と二酸化炭素処理が挙げられる．

冷凍処理は，低温耐性のあるタバコシバンムシ

の馴化幼虫の 100% 致死に必要な処理時間（Imai 
& Harada, 2006）を参考に，処理に用いる冷凍

庫の性能に合わせて処理時間を調整する．なお，

-20℃では 1 時間，-10℃では 24 時間を必要とす

るが，-5℃では実に 21 日もの処理時間が必要と

なる（Imai & Harada, 2006）．また，-30℃程度ま

図 1． 標本用のチャック付きポリ袋（左：セイニチ ユニパック，

右：伊藤忠リーテールリンク製（アスクル取扱））． ユニパッ

ク で は， L （340 × 480 mm） と SL （560 × 400 mm）

サイズ． 100 円均一ショップなどで売られているものでは

A3 サイズが L に該当．
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で冷却可能なメディカルフリーザー（図 2）にお

いて，庫内容量に近い処理対象物を入れた場合，

半日程度の間は処理対象物の中心温度は，冷凍庫

の庫内温度表示値より高いままである（大西 未
発表）．これらのことを踏まえ，冷凍殺虫処理の

際には，殺虫処理に十分な安全マージンを加えた

処理時間を設定する必要がある．可能であれば温

度ロガー（低温耐性のあるもの；図 3 右）を標本

の中心付近に入れて処理中の温度モニタリングを

行い，適切な冷凍処理がなされたかを確認する．

庫内に多くのものが詰め込まれていたり，霜が多

く付着したような冷凍庫では，冷却能力が製品仕

様より大きく低下している可能性があり，特に注

意が必要である．冷凍処理の際には標本の結露防

止のため，標本を穴の開いていない新品のチャッ

ク付きポリ袋へ入れて密封し，処理後は袋を閉じ

たまま室温に 1 日以上おいて，標本が室温に戻っ

てから開封する．また，処理の際，「標本の概要」

「処理の期間」「標本の整理状況（処理後の手順が

想像されるもの）」などを記した紙を袋の内側の

上部に，外から見えるように入れておくとよい（図

4）．なお，冷凍の代わりに高温（熱）処理によっ

て殺虫することは，一般に植物標本作成の際に乾

燥させる程度の温度と時間では殺虫には不十分で

ある．また十分な殺虫効果が得られる温度と処理

時間では，標本自体が過剰に乾燥されて傷みやす

いため，乾燥熱風による高温処理は植物標本の殺

虫処理には不向きである．

薬剤による殺虫処理

　薬剤による殺虫処理は，燻蒸剤による燻蒸のほ

か，標本の置かれた部屋や格納する容器（標本ロッ

カーなど）への殺虫剤の噴霧，標本格納容器等の

閉鎖空間に設置する徐散性の薬剤などの方法に

よって行われ，処理を請け負う専門の業者もある．

　燻蒸剤など専門業者が用いる殺虫剤は取り扱い

が難しく，一般には入手も出来ないものも少なく

ないが（白井 , 2014），一部のピレスロイド系薬

剤を使用したものは家庭用の殺虫剤や防虫剤にも

同様の成分が含まれているものが多い．近年で

は，博物館の資料害虫（文化財害虫）の防虫・殺

虫にも使われる薬剤を主剤としたゴキブリ用殺虫

剤や，シバンムシやチャタテムシが適用害虫と

なっている殺虫剤も市販されている（図 5）．家

庭用殺虫剤であっても，本来，商品ごとに人体や

飼育動物，家屋等に影響が生じないよう使用方法

や使用量が定められたものであり，商品の使用法

に沿って使用されるべきものであるが，自己責任

図 2． 冷凍殺虫処理用の冷凍庫． 左：扉を閉じた状態，右：

扉を開いた状態． -30℃程度まで設定できるメディカルフ

リーザーと呼ばれる冷凍庫． 専用トレーの大きさが， 標

本を収めるのにちょうどよいことや， 霜がつきにくく， 霜取

りが容易なことなどの要件で機種選定するとよい． 使用時

は， 扉の表面に掲示したホワイトボードに， 内部トレーご

との内容物 ・ 実施予定期間 ・ 作業者名などを書き込む．

図 3． 温度ロガー． 左：温度 + 湿度が記録可能なもの （写

真の機種は大気圧も測定可能だが， 温湿度のログで十

分である）． 左上に飛び出した湿度センサーは消耗品．

右 ： 氷点下での記録が可能なもの． スマートフォンと

Bluetooth 接続でき， 専用アプリで図 2 のフリーザー内に

入れたまま，扉を開けずに内部の温度変化を確認できる．

低温での稼働のため特殊なリチウム電池を必要とする．

図 4． 冷凍殺虫処理用の冷凍庫内． 標本をチャック付きポリ袋

に入れて密封し， 袋の内側に内容物の詳細と整理の進行状

況を示すラベルを封入 （写真は寄贈者名等を不可視化）．
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において，これらの市販の殺虫剤を用いた標本害

虫の殺虫は可能である．ただし，例えば噴霧型の

殺虫剤については，標本が入るような大きさの容

器へ使用は，商品の想定使用空間より狭く，結果

として薬剤が高濃度になることが予想されるな

ど，使用者や周囲の人への影響はもちろん，商品

の性状によっては火花の発生や火気使用も含め十

分に注意が必要である．また，家庭用殺虫剤の中

には，定められた使用方法によっても観賞魚や小

鳥などに致死的影響を及ぼすものもあり，その点

にも注意が必要である．閉鎖空間に設置する徐散

性の薬剤は，家庭用にはタンスやクローゼット用

の衣類防虫剤でおなじみである．家庭用のものは

低い濃度となるよう設計されており，殺虫ではな

く忌避などの防虫効果をうたったものが一般的で

あるが，業務用製品には，高濃度になるよう設計

され，一定の殺虫効果を見込んだものもある．

低酸素処理 ・ 二酸化炭素処理

　薬剤処理に類する殺虫処理方法として，酸素を

通さない樹脂製の袋などに標本を入れ，袋のうち

から酸素を除いたり，二酸化炭素で満たすことで

害虫を窒息させて殺虫する手法がある．脱酸素剤

を用いた低酸素処理法は，酸素を通さないガスバ

リア性の袋と，脱酸素剤（エージレスなど）と酸

素検知剤（図６）を用意する必要があるが，人体

への安全性が高く，少量の標本に対しては比較的

簡便に実施が可能である．二酸化炭素処理は高濃

度の二酸化炭素を使用するため，専用の装置を用

いるか，専門の業者に依頼する必要がある．なお，

いずれの手法も昆虫の代謝活性を逆手に取った殺

虫法のため，代謝が低下する 20℃以下では効果

が低く，25–30℃程度の温度環境下で処理を行う

ことが望ましい（東京文化財研究所 , 2022）．
　低酸素処理に関連して，標本を出来るだけ作成

当時の姿で維持しておきたい目的では標本 1 枚

を，脱酸素剤と酸素検知剤とともに，台紙ごと特

殊素材の袋で空気を抜いてパックする方法があ

る．袋は使い捨て，もしくは消耗品となり，開

封・再パックにもコストがかかるため，何万点も

の標本に対して実施したり，頻繁に開封して標本

閲覧が行われる場合には現実的ではないが，閲覧

頻度の少ない，少数の重要標本を害虫や周辺環境

由来の劣化から守る意味においては選択肢となり

得るだろう．内部の空気を簡単に抜いて植物標本

の破損防止を図るための標本専用袋としては，日

本ヴォーグ社の「原色植物標本 ストックパック」

がある（日本ヴォーグ社 , 2024）．なお，脱酸素

剤や防虫剤を同梱し，それらの効果を期待して長

期保管する場合には，ユニパックなどのポリエチ

レン製の袋ではなく，ガスバリア性（酸素・水蒸

気）の高い素材を選び，手で簡易的に閉められる

チャックではなく熱圧着シールによって袋を閉じ

ることが望ましい．

害虫の侵入 ・ 被害の検知

　害虫の侵入・被害の検知（モニタリング）とは，

標本の保管環境への害虫の侵入をいち早く検知す

ることである．実際には標本の食害を受け，保管

環境で害虫が増殖した後になって侵入に気づくこ

とも多い．しかし，害虫は全ての標本を等しく食

害するのではなく，害虫に食べられやすい標本が

あるので，早期に気づいて対応することで被害を

図 5． 家庭用殺虫剤． 左：ブロフラニリド（メタジアミド系薬剤）

を有効成分とする殺虫剤． シバンムシやチャタテムシも適

用害虫となっている． 右 ： 文化財害虫用の殺虫剤 （製造

者事業撤退のため供給停止） にも使われていたものと同

じ d ・ d-T- シフェノトリン （ピレスロイド系薬剤） を有効成

分とするゴキブリ ・ ナンキンムシ用衛生害虫殺虫剤 （医薬

部外品のため， 適用害虫の防除目的で使用する必要があ

る）． いずれも空間噴霧して容器表面等に殺虫剤を展着さ

せて効果を発揮する． 標本には直接噴霧しないこと．

図 6． 脱酸素剤 （左），酸素検知剤 （右）． 脱酸素剤を使っ

た低酸素処理の際には必ず酸素検知剤を同梱して用い

る． 脱酸素剤と酸素検知剤は空気中で反応するので，

低酸素処理時だけでなく， 薬剤の保管時にも酸素を通さ

ないガスバリア性の高い袋を用いる必要がある．
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図 7． 害虫専用粘着トラップ． 左上 ： 歩行性昆虫トラップ．

誘引剤のないゴキブリホイホイのようなもの． 左下 ： ハイ

レシス （HIRESIS， 富士フレーバー社製． ジンサンシバ

ンムシ ・ ヒメマルカツオブシムシ対象のモニタリング用フェ

ロモントラップ）． 右下 ： ニューセリコ （NEW SERRICO，

富士フレーバー社製． タバコシバンムシ対象のモニタリン

グ用フェロモントラップ）．

図8．UV捕虫器．左：設置状況の例，右：捕虫器の内部．フェ

ロモントラップで上手く捕獲できない環境や， 既に発生し

ている場合に有効． UV ランプからの直射光を向けるの

ではなくでなく， 反射光で誘引されるようにして設置する．

他の照明器具が点灯し， 明るさがある部屋では捕虫効率

が低下する （真っ暗な室内では効果的）． 図書や図画，

紙資料などの博物館資料， 壁面， 床面， 家具， 什器等

が変色 ・ 退色する可能性があるため， 資料の周囲では

用いず， また常設は避けた方がよい．

図 9． 標本ロッカー扉内側の要注意箇所． 一般にスチール

製の標本ロッカーの扉内側の下部は， 写真のような形状

で， 標本クズやホコリ， 害虫発生時には害虫の死骸やフ

ンがたまりやすい．

最小限に抑えることができる．博物館では害虫専

用のトラップを館内や収蔵庫内に設置している．

専用トラップ等の資材によらず，害虫の痕跡を目

視確認してモニタリングする方法もある．

害虫専用トラップによるモニタリング

　害虫の侵入・発生モニタリングに用いられる専

用資材としては，害虫の種類ごとに開発された

フェロモントラップや粘着トラップ（図 7），UV
捕虫灯（図 8）などがある．1 ヶ月程度での定期

的な回収と再設置が必要であり，博物館の施設規

模によっては作業量が大きいこと，またトラップ

の設置の仕方によって捕虫効率が大きく変わるの

で，設置からモニタリングまでを専門業者に委託

して行われることも少なくない．専門業者に委託

せず，資材を購入して自分たちで実施する場合に

は，トラップ設置の技量や設置環境の条件に左右

されにくい，歩行性害虫用の粘着トラップを部屋

の四隅と出入口の両脇の壁に沿って設置すること

から始めるとよい．

害虫の痕跡の目視確認によるモニタリング

　専用トラップによらない侵入・増殖検知手法とし

ては，標本や保管容器に残された食痕，死骸，フ

ンなどの害虫の痕跡を目で確認する方法が挙げら

れる．原始的に思われるかもしれないが，専門業者

にトラップでのモニタリングを委託している場合で

も，害虫の痕跡の目視確認は十分有効なモニタリン

グ手法である．このとき，全ての標本をめくって，

標本の隅々まで確認できれば言うことはないが，標

本数によっては膨大な手間となるので，害虫が好

む分類群（ウコギ科（旧セリ科を含む），アブラナ

科，バラ科，キク科，サトイモ科，ユリ科など）を

中心に，死骸やフンが目立ちやすい標本ロッカーの

底部や隅，扉の内側の底部（図 9），樹脂製の袋や

容器の底などを重点的にチェックすることだけでも

十分な意義がある．なお，こうした確認を容易にす

るためにも，標本の保管環境は普段から清掃し，異

常の判別がしやすいようにしておくことも重要であ

る．また，害虫の痕跡は，日常的な標本閲覧の際に

確認されることも少なくない．自分で確認すること

はもちろん，標本を人に見せる／見てもらう，こと

が虫害を防止するためにも意義があることを強調し

ておきたい．

害虫の増殖や虫害（またはその可能性）を発見したら

　不幸にも保管環境で害虫の増殖や虫害を発見し

てしまったら，まずは被害のあった標本を他の標

本から隔離する必要がある．植物標本の場合には，

複数の標本をまとめて保管することが一般的であ
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り，被害が明らかな標本と同じ袋や容器に入って

いる標本は，見た目にダメージが無くとも，被害

標本と同じように害虫の被害に遭ったものとして

扱う．少なくとも同じ空間に害虫が存在していた

事実があり，見た目に分からなくとも茎などの標

本の深部に害虫が生育している可能性も考えられ

るためである．保管環境の中の隔離が不十分な場

合には，同じ室内の標本も同様に被害標本と考え

る．また，被害標本は時間を空けず，直ちに殺虫

処理をすべきである．確実に殺虫でき，耐性獲得

の懸念もない冷凍殺虫処理が望ましいが，冷凍殺

虫設備がない，すぐに大量の処理ができないなど

の事情で処理までに時間が掛かる場合には，殺虫

効果のある薬剤の空間噴霧などによって被害拡大

の防止に努める． 

侵入害虫の増殖阻止

　侵入害虫の増殖阻止（増殖を防ぐ，殺す）とは，

保管環境に侵入してしまった害虫が，繰り返し増

殖して子孫を残すことを防ぐものである．害虫の

生育・繁殖に適さない環境として，定着させない

ための防虫対策や，侵入や虫害が明らかな場合の

殺虫処理がその内容となる． モニタリングの項

でも述べた，保管環境の日常的な清掃は，害虫の

餌となる標本クズやほこりなどを除去し，害虫の

生育・繁殖に適さない環境を維持するためにも有

効である．

保管環境の温度管理

　タバコシバンムシの卵は数週間の寿命を持

ち，室温 20℃では 4 週間ほどで孵化する（Imai 
& Harada, 2006）．一般に温帯に生息する昆虫は，

20–30℃程度の温度帯では気温が上昇するほど，

成長速度は早くなる傾向にあり，タバコシバンム

シでも，室温が 20℃より高ければ，孵化までの

時間はより短くなることが予想される．しかし，

室温 18℃では，卵の寿命のうちに孵化できず死

滅する（Imai & Harada, 2006）．したがって，標本

保管環境の室温を 18℃以下に維持できれば，例

えタバコシバンムシの侵入を許しても，増殖する

ことなくいずれ死滅させることができる．また，

18℃以上であっても，できるだけ 18℃に近い温

度にすることで，増殖を最小限に抑えることが期

待される．標本保管環境の温度管理には，温度

ロガー（図 3）による定期的な記録の蓄積とその

変化の監視が有効である（15 分間隔での記録を

推奨）．特に博物館等の施設であれば夜間や休日，

自宅であれば外出する時間帯に，保管環境の急激

な温度変化が生じていることは少なくない．温度

ロガーにより普段認知できていない温度変化や空

調機器等の不具合もいち早く認識できる．

防虫剤による忌避

　薬剤（防虫剤）によって標本保管環境への定着

を防ぎ，増殖を防ぐことも有効とされる．かつて

よく使われたナフタレン（現在は人体への影響を

考慮して使用されない）や，パラジクロロベンゼ

ン（パラゾール等）などもこうした防虫剤である．

ピレスロイド系薬剤の置き型プレート（ムシュー

ダ等）や空間噴霧型スプレー（図 10）のほか，ハー

ブ等の香料を用いた商品などもある（図 10）．こ

れらは比較的安価で入手しやすいが，殺虫効果は

期待できないことに注意が必要である．筆者の実

感として，ハーブ香料系の防虫剤は，タバコシ

バンムシ成虫の忌避には一定の効果を感じるが，

チャタテムシ類には効果がないように思われる．

まとめ

　標本の保管・管理においては，虫害対策以外の

視点も必要である．そもそも，何のために標本を

保管するのか，が標本保管の大前提として意識さ

れていなければならない．本稿では，植物誌調査

などのために，後日標本の同定確認のための閲覧

が可能なように保管されている状態を想定した．

なお，筆者は地域の植物誌調査のための標本は，

虫害対策はもちろん，標本全般の管理や公共物と

しての参照性（閲覧可能であること）も含めて，

採集直後から標本閲覧が可能な博物館等に収めて

管理すべきものと考えており，採集者にとっても，

それが一番楽で，標本採集が最も自由に行いやす

くなるものと考えている．そのため，植物誌調査

図 10． 家庭用防虫剤． 左 ： 消臭ピレパラアース． マジック

プッシュ アース製薬製． 空間噴霧して容器表面等に薬

剤を展着させて効果を発揮する． 標本には直接噴霧しな

いこと． 右 ： 天然ハーブ防虫剤 引き出し衣装ケース用．

宇部マテリアルズ製 （写真は旧パッケージ）．
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2025 年度の調査会総会のご案内
（事務局）

　2025 年 4 月 6 日（日）13 時より，生命の星・

地球博物館講義室で 2025 年度の総会を開催しま

す．まだ少し先の予定になりますが，万障お繰り

合わせの上，ご参集ください．

編集後記
　Flora Kanagawa 95 号をお届けします．今号への

原稿をさっそく投稿いただいたみなさん，ありが

とうございます．今年度は久し振りの年 3 号の発

行となるでしょうか．引き続き，原稿をお待ちし

ていますので，よろしくお願いします．（田中徳久）

のための標本を長期間自宅で保管することは推奨

していないが，本稿では自宅での標本保管におい

ても参考となる，或いは直接取り入れられる手法

を意識してまとめた．先述の通り，標本の虫害対

策は，それぞれの場における保管上のリスクを把

握して，取り得る様々な方法を組合せて対応し，

虫害リスクを最小限に抑えることが本質であり，

この考え方は博物館でも，自宅でも同様である．

　薬剤による殺虫は，対象害虫の薬剤耐性の獲得

や，人が滞在する空間への薬剤の継続的な放出

に由来する健康への影響などが懸念されることか

ら，植物標本の殺虫には，可能な限り冷凍処理や

低酸素処理，二酸化炭素処理などの手法を用いる

ことが望ましい．近年の法整備の状況などを見る

限り，少なくとも労働環境においては，そうした

変革が顕著であり，標本の虫害対策においても社

会の変化を受け入れる必要があるだろう．本稿の

内容を含め，博物館や公共施設，企業や自宅にお

ける植物標本の保管・管理については，筆者に直

接問い合わせていただいても応じる用意がある．
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